
           

                

      

「日本再興戦略」改訂2014の中で、セルフメディケーションの推進等

が挙げられている。セルフメディケーションは「自分自身の健康に責任 

を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること（ＷＨＯ）」と定義さ

れ、日常の自己健康管理に必要な技術のひとつとして位置づけられる。 

血液の粘性率増加をきたす疾患や、逆に血液の粘性率低下をきたす疾患

が多く知られている。従来の粘性率測定法は多量の試料が必要であったり、

操作が煩雑であったりするため、血液の粘性を検査室で簡便に測定すること

ができない。本発明による方法は、検査装置は簡素で、検査に必要な試料も

微量でよい。セルフメディケーション市場の拡大とともに、自己検査キット

に対する市場ニーズと一致する。  

 九州工業大学との共同研究により、血液電気伝導率計測用

ミクロ電極を試作した。セルフメディケーション技術に興味を示

すドラッグストアやマイクロ化技術を有する企業との共同開発を

希望する。  

電解質溶液の電気伝導を測定して、その粘性率を迅速に求める方

法を開発し、先に特許出願した（特開2015-132510）。この原理

を用いれば、従来の粘性率測定法のように試料に接する可動部分を必

要としないので検査装置が小型になり、試料の微量化を可能とする。

そこで、九州工業大学坂本憲児准教授らとともに血液電気伝導率計測

用ミクロ電極を共同開発した。  
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